
河川を基軸とした生態系ネットワークの形成に向けて

【生態系ネットワーク（エコロジカル・ネットワーク）】
生物多様性が保たれた国土を実現するために、保全すべき自然環境や優れた自然環境を有し
ている地域を核として、これらを有機的につなぐ取り組み
形成の目的 ①生態系・生物多様性の保全・再生（自然環境）

②地域振興・経済活性化・流域治水（社会経済）

出典：「遠賀川流域における生態系ネットワーク形成の促進に向けて（案）」（平成29年8月遠賀川流域生態系ネットワーク検討委員会）

生態系ネットワーク構築のイメージ

①生態系・生物多様性の保全・再生（自然環境）
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河川を基軸とした生態系ネットワークの形成に向けて
②地域振興・経済活性化・流域治水（社会経済）

出典：国土交通省HP,「「川からはじまる川. から広がる魅力ある地域づくり河川を基軸とした生態系ネットワークの形成」 2



◆生態系ネットワーク
の形成により、生物多
様性の確保を図り、
人と自然との触れ合い
の場を提供することで、
地域に社会面・経済面
において様々な効果を
もたらすことが期待さ
れる。

流域治水のイメージ 出典：北陸地方整備局HP,「流域治水プロジェクト」,2024.7.22,https://www.hrr.mlit.go.jp/river/ryuikitisui/top.html

流域治水の取組においては、自然環
境が有する多様な機能をいかす グ
リーンインフラの考えを普及させ、災害
リスクの低減に寄与する生態系の機
能を 積極的に保全又は再生する こ
とにより、生態系ネットワークの形成に
貢献すること。

【特定都市河川浸水被害対策法等の一部
を改正する法律 附帯決議(一部抜粋)】
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第5回協議会の様子

➢ 越後平野において、トキ・ハクチョウをシンボルとして、その安定的な生息に向けた地域間の情報交換や様々な活動を通じて、生態系
ネットワークの形成を推進するとともに、自然の価値や魅力を活かした地域の活性化を目指すことを目的として、令和元年７月に「越
後平野における生態系ネットワーク推進協議会」を設立

【概要】

■開催日時

令和6年7月31日（水） 15：00～17：00

■プログラム

１．開会

２．挨拶

３．議事
（１）規約の改定（案）

（２）前回（第4回協議会）の報告

（３）生息環境検討部会の開催報告

（４）自然環境活用部会の開催報告

（５）行動計画骨子（案）の意見照会結果に

ついて

（６）今後のスケジュール(案)

４．閉会

【前回（第4回協議会）の報告】等のご意見
• 生態系ネットワーク形成事業は、あくまで生物を主眼においているが、流域の治水や経済の活性化も含まれるものである。
• 災害リスクのある地域は、リスク部分のみ強調されがちだが、恵みもある。大型鳥類が生息できる環境であるという理解と、そ
れらを受け入れる地域性を育むことが、若い人たちに自分たちの地域の良い所として認識されるものになっていくと思う。

• 佐渡市は市長がトキの効果を理解しながら市政を引っ張っていると思う。恵みがその地域の人材を育むことにもつながるので、
越後平野の市町村の首長さんにも直接協議会にはいっていただきたい。

• 重要な拠点が見えてきたら、その場所をOECMという形で認定して30/30のなかに組み込んでいくような展開を、市町村、県に意
識していただき、横串でつながっていただきたい。

【部会の開催状況報告】等のご意見
• 潟フェス2024は、生態系ネットワークが地域活性に結びつくということが住民の皆様にご理解いただける内容であった。また、関
係自治体と連携した取り組みの一歩を踏み出したという意味で意義が大きい。

• 自然環境の保全や地域づくりなど、縦割りで取り組むのではなく、各行政が連携し統合して進める方が効率が良い。
• パネル展示については、協議会の場に展示して委員の方に内容を揉んでもらったり、JRや航空会社に働きかけて展示しても
らっても良いのでは。ＰＲしていただけるような組織に加わっていただき、みんなで情報発信していくことを考えていく。

• ハクチョウのいる景色など、観光資源として魅力的であることを理解し、多くの方に情報発信されることで、活気づくと良い。
• 福島潟モデルプロジェクトで実証実験を行ったが、新潟の魅力の伝え方について、もう少し検討が必要なのではないかと思う。
• 他地域の生態系ネットワーク事業で、コウノトリやタンチョウを指標にした取り組みを行っている地域で活動されている方々との
意見交換はえちごエコネットに寄与すると思うので、そのような機会があれば、協議会関係者にはぜひ参加いただきたい。

• 新潟観光コンベンション協会では観光庁の予算がつき、事業化に向けた取組が始まる。潟の恵みである、ヒシやハスの実の利
活用の検討がされているので、多自然川づくりの一環で、潟の恵みを創出・保全する考え方も必要になってくるだろう。

• 指標種の意識付けが県民にできていないなかで、意識向上をどのように進めていくかについて議論できれば良い。

【行動計画骨子（案）の意見照会結果について】等のご意見
• 河川事務所が自分たちで管理している箇所で実際に行うような取り組みを、もっと踏み込んで提示した方が良い。
• ガン、ハクチョウ、トキを指標にしながら、彼らにとっての必要な生態系ネットワークを考える観点で、川づくりなどの事業、農地
や森林との関りなどについての戦略的な見通しが必要だと思う。

• 農業担当の方から、当該事業に呼ばれた意味が分からないという意見について、連絡調整会議の中で説明していただきたい。
• 越後平野の中で農地がどう関わっていくのかがビジョンとして見えないので、具体的な話をお互いにしていければいいと思う。
• 議論は室内だけでなく、現場で起こるものでなければならないと思うので、市民向け公開シンポジウムを開催し、首長さんに参
加いただきながら今後の目指す方向を可視化しても良いのではないか。

• 阿賀野川中流域は日本屈指のハクチョウの飛来地。環境と利活用のポテンシャルをあらためて再認識するとともに、鳥類の生
息に影響がない形で阿賀野川のワイズユースに取り組んでいただきたい。

• 道の駅などを活かして、地域を盛り上げていくことも良い。

第５回 越後平野における生態系ネットワーク推進協議会 概要
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